
「 資源の有効活用を 目指し て」

　 年平均 6t 前後の金の産出量は、 過去の日本の金鉱山に比べても 圧倒的な量です。

 　 時代の違いで、 簡単には比較はでき ませんが、 佐渡金山は 20 世紀後半までの約 400 年で 83t あ

まり の金の産出に対し て、 菱刈は 40 年で約 260t。

　 試掘を 始めて鉱山と し てやっ ていく と なっ て 、 採掘の妨げになる 熱水を 抜き 始めたのが 1984 年。

こ の時期に地盤沈下が起こ り 、 温泉が出にく い状態になっ ています。

　 でも 鉱山開発の会社、 国、 県、 市などが協議し て協定を 結び、 お湯の供給や移転などの各種協定

を結んでいます。

　 現在、 菱刈鉱山では、 鉱石を 採掘する ために、 海抜− 81 ｍの所から 熱水を 汲み上げています。 こ

の熱水は処理し て安全な状態にし ています。 こ れを 温泉水と し て、 いろ んな浴場に供給し ています。

温泉水の供給を し て、 残っ た分は廃棄さ れています。

　 無駄に捨てら れている温泉を 、 も う ち ょ っ と 工夫し てやっ ていけば、 も っ と 地域を 潤す資源と し

ても 活用でき ます。 限り ある 資源は有効に使っ てほし い、 こ う し て使えばどう なのかなっ ていう ア

イ デアと かを 共有でき るよう な環境が、 こ れから 先の社会の中にでき ていけばいいですね。

令和 5 年度 環境文化の聞き書き 事業　「 川内川流域県立自然公園」 周辺地域
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「 伊佐の歴史発見」

「 温泉地の誕生」

　 小学校 5 年生の時、 担任に曽木の滝の少し 上流のと こ ろ に校外学習で連れていっ ても ら っ て 、 遺

跡の発掘を し たこ と があり まし た。 矢じ り や緑色の勾玉、 錐だと か、 あと 土器類の破片も いっ ぱい

出てき まし た。 そう いっ たこ と も 記憶の底にあっ て、 定年後に伊佐に戻っ てき て、 何やろ う かなっ

て考えた時に、市の広報の中にふれあいサーク ルの案内を 目にし たんです。 いく つかある中から 、「 ふ

るさ と の歴史に学ぶ」 と いう 講座と 「 ふる さ と 探訪」 と いう 講座を 受講し まし た。 そこ でいろ いろ

な所に案内さ れたり と か、 説明を 受けたり し たこ と を 通じ て、 どんどん郷土史にはまっ ていっ てい

き まし た。

　 元々、 湯之尾温泉があっ た地域っ ていう のは温泉が自噴し ている 場所でし た。文化 7（ 1810）年頃

に地域の人がこ こ を 温泉地と し て営業し よう と いう こ と で薩摩藩から 「 “湯守り ”を 置く 」 と いう 許

可を 取っ たんです。 “湯守り ”と いう 藩に指定さ れた人が、 こ の地域での温泉事業の許認可権を 持っ

て、 いろ んな人が事業に関われる よう になり まし た。 また、 その時にお湯の神様を 祀ろ う と いう こ

と で、 温泉神社を 建立し まし た。 それ以降ずっ と 温泉地と し て、 こ の辺り は結構賑わっ ていまし た。

　 1981 年に菱刈鉱山で有望な金鉱床が見つかり 、 鉱山開発の会社が 1985 年から 出鉱を 始めまし た。

産出さ れた金鉱石は精錬さ れ、 純度 99.99％の純金になり ます。
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